
令
和
元
年
度
の
芸
文
協
表
彰
式
を
、
令
和
元
年
11
月
２
日
㈯
に
パ

レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館
２
階
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
須
河
弘
美
県

生
活
環
境
文
化
部
長
を
は
じ
め
多
数
の
関
係
者
の
ご
列
席
を
得
て
挙

行
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
特
別
功
労
者
表
彰
は
、
生
前
富
山
県
の
芸
術
文
化
の
振

興
と
国
際
交
流
の
促
進
に
専
心
さ
れ
、
当
協
会
の
発
展
に
偉
大
な
業

績
を
残
さ
れ
た
平
田
純
芸
文
協
元
会
長（
令
和
元
年
６
月
ご
逝
去
）に

贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
芸
文
協
と
富
山
県
の
芸
術
文
化
の
発

展
に
積
極
的
に
貢
献
さ
れ
た
21
名
の
方
に
感
謝
状
が
、
豊
か
な
芸
術

性
で
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
21
名
に
奨
励
賞
が
、

瑞
々
し
い
感
性
で
将
来
が
嘱
望
さ
れ
る
１
名
に
ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。（
７
ペ
ー
ジ
、
お
よ
ろ
こ
び
の
人
々
参
照
）

ま
た
当
日
は
、
洋
舞
・
演
劇
・
舞
台
技
術
の
分
野
で
将
来
を
嘱
望

さ
れ
る
個
人
若
干
名
に
贈
ら
れ
る「
第
６
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
」の
贈

呈
式
も
併
せ
て
挙
行
し
ま
し
た
。「
第
６
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
」は
可

西
舞
踊
研
究
所
の
横
田
ほ
の
華
さ
ん
に
、
特
別
賞
は
和
田
朝
子
舞
踊

研
究
所
出
身
の
岡
田
紫
苑
さ
ん
と
水
島
晃
太
郎
さ
ん
に
、
奨
励
賞
は

高
木
幸
子
バ
レ
エ
研
究
所
の
宮
田
梨
香
さ
ん
、
可
西
舞
踊
研
究
所
の

齊
田
朱
李
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

―第６回富山ひまわり賞贈呈式も併せて挙行―

令和元年度 富山県芸術文化協会表彰式

令和元年度 芸文協表彰式

第６回富山ひまわり賞贈呈式
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令
和
元
年
10
月
13
日
㈰
に

「
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス・
ガ
ラ・
イ
ン

利
賀
」（
可
西
晴
香
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
）が
県
利
賀
芸
術
公
園
の
新

利
賀
山
房
で
開
催
さ
れ
、
県
外

９
団
体・
県
内
６
団
体
が
出
演

し
、
多
彩
な
舞
台
で
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
19
号
の
影
響
に

よ
り
、
午
前
公
演
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
午
後
の
公
演
に

は
、
悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、

多
く
の
お
客
様
に
来
場
い
た
だ

き
、
合
掌
造
り
と
い
う
特
別
な

空
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ス

テ
ー
ジ
で
、
日
常
か
ら
離
れ
た

世
界
観
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

出
演
団
体
：

あ
ー
と
だ
ん
す・
さ
っ
ぽ
ろ（
北

海
道
）、
藤
井
淳
子
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ

オ（
岩
手
県
）、
チ
ェ
リ
ー
ズ（
関
東

地
区
）、
さ
く
ま・さ
か
き
モ
ダ
ン
バ

レ
エ
ス
タ
ジ
オ（
神
奈
川
県
）、
モ
ダ

ン
デ
ィ
ー
ズ（
関
東
地
区
）、
ダ
ン
ス

ド
ラ
イ
ブ・ゼ
ロ（
石
川
県
）、
木
川

た
づ
子
バ
レ
エ
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

（
大
阪
府
）、
島
﨑 

徹（
兵
庫
県
）、

Ｉ
Ｐ
Ｕ・環
太
平
洋
大
学
ダ
ン
ス
部

（
岡
山
県
）、
可
西
舞
踊
研
究
所
、

和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所
、
中
川
モ

ダ
ン
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー
、
谷
井
よ

う
子
舞
踊
研
究
所
、ニ
シ
ム
ラ
ヤ
ス

コ
ダ
ン
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
フ
ェ
ア

リ
ー
バ
レ
エ
シ
ア
タ
ー（
富
山
県
）

一
般
社
団
法
人
富
山
県
芸
術

文
化
協
会
の
第
70
回
理
事
会
を

令
和
元
年
12
月
11
日
㈬
に
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富

山
３
階「
鳳
」で
開
催
し
ま
し

た
。
須
河
弘
美
県
生
活
環
境
文

化
部
長
、
水
落
仁
県
生
活
環
境

文
化
部
文
化
振
興
課
長
を
来
賓

に
迎
え
、
理
事
37
名
、
参
事
21

名
、
監
事
２
名
な
ど
が
出
席
。

令
和
２（
２
０
２
０
）年
度
事
業

計
画（
案
）と
予
算（
案
）の
骨
子

に
続
い
て
、
令
和
元
年
度
事
業

経
過
報
告
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
国
際
交
流
事

業
で
、
日
韓
国
際
交

流
書
藝
展
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
・
バ
ラ
ト
ン
美

術
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事

業
、
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー

ナ
ー
シ
ュ
国
際
ア
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事

業
な
ど
を
行
う
予
定

で
す
。

と
や
ま
舞
台
芸
術

祭
２
０
２
０
は
、
富

山
市
芸
術
文
化
ホ
ー

ル（
オ
ー
バ
ー
ド
・

ホ
ー
ル
）で
オ
ペ
ラ

「
カ
ル
メ
ン
」の
公
演

を
予
定
し
て
い
る

他
、
現
在
調
整
中
で

す
。ま

た
恒
例
の
、
第

26
回
富
山
県
い
け
ば

な
公
募
展
、
第
69
回
富
山
県
芸

術
祭
、
第
45
回
富
山
県
青
少
年

美
術
展
、
芸
術
鑑
賞
、
芸
術
文

化
指
導
者
招
へ
い
事
業
、
と
や

ま
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
を
例
年

同
様
に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
他
、受
託
事
業
と
し
て
、

県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
２
０
総

合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
県
民
ふ

れ
あ
い
公
演
、
中
央
通
ア
ー
ト

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
及
び
ほ
く
ぎ
ん

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ほ
く
ぎ

ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
一
番

町
、
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
清
水
町
を
、
共
催
事
業

と
し
て
、
第
75
回
富
山
県
美
術

展
、
美
の
祭
典 

越
中
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
を
開
催
し

ま
す
。

ま
た
、
８
月
に
は
国
際
ア
マ

チ
ュ
ア
演
劇
連
盟（A

ITA
/

IA
TA

 asbl

）と
の
緊
密
な
連

携
の
も
と
、「
２
０
２
０
年
と
や

ま
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
〜
第
４

回
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸

術
祭（
Ｐ
Ａ
Ｔ
２
０
２
０
）〜
」

を
富
山
市
、
高
岡
市
で
開
催
し

ま
す
。

第
70
回
理
事
会　
令
和
２
年
度
事
業
計
画
案
を
承
認

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
９　
可
西
晴
香
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

全
日
本
地
域
選
抜 「
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス・ガ
ラ・イ
ン
利
賀 

２
０
１
９
」

「遣らずの雨―その時、私は―」
可西舞踊研究所

「inner piece〜共振」
フェアリーバレエシアター

「いのちの炎」和田朝子舞踊研究所
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と
や
ま
舞
台
芸
術
祭

２
０
１
９「
越
中
万
葉
創
作
舞

踊　
万
葉
高
志
の
国
」（
舟
本
幸

人
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）を
、
12
月

21
日
㈯
に
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

で
、
23
日
㈪
に
新
川
文
化
ホ
ー

ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
は「
ダ
ン
ス
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
１
９
」と
題
し
、

県
洋
舞
協
会
の
８
団
体（
可
西

舞
踊
研
究
所
、
田
中
バ
レ
エ
研

究
所
、和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所
、

中
川
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ア
カ
デ

ミ
ー
、
谷
井
よ
う
子
舞
踊
研
究

所
、
大
川
都
バ
レ
エ
教
室
、
ニ

シ
ム
ラ
ヤ
ス
コ
ダ
ン
ス
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
、
フ
ェ
ア
リ
ー
バ
レ
エ

シ
ア
タ
ー
）が
小
作
品
を
上
演

し
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
、
モ

ダ
ン
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ダ
ン
ス
表

現
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
越
中
万
葉
創
作

舞
踊「
万
葉
高
志
の
国
」を
上

演
。
こ
の
作
品
は
昨
年
、
大
伴

家
持
生
誕
千
三
百
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
制
作
さ
れ
、
富

山
県
民
会
館
で
上
演
し
た
際
に

大
き
な
反
響
が
あ
り
再
演
の
要

望
が
強
く
、
本
年
は
高
岡
と
新

川
の
二
カ
所
で
公
演
し
ま
し
た
。

文
芸
・
日
舞
・
邦
楽
・
洋
舞
・

書
と
、
芸
文
協
に
加
盟
す
る
各

分
野
の
力
を
結
集
し
た
こ
の
舞

台
は
、
今
夏
に
開
催
す
る
、
子

ど
も
と
大
人
に
よ
る
子
ど
も
の

た
め
の
舞
台
公
演
等
を
行
う

「
２
０
２
０
年
と
や
ま
世
界
こ
ど

も
演
劇
祭（
Ｐ
Ａ
Ｔ
２
０
２
０
）」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
公
演（
８
月
18
日

オ
ー
バ
ー
ド・ホ
ー
ル
）で
も
上
演

し
、
世
界
か
ら
の
観
客
に
披
露

す
る
予
定
で
す
。

令
和
元
年
11
月
16
日
㈯
〜
20

日
㈬
に
富
山
県
民
会
館
で「
美

の
祭
典　
越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
９
」を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
平
面
部
門
に

３
８
３
点
、立
体
部
門
に
69
点
、

合
わ
せ
て
４
５
２
点
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
３
２
７

点
が
入
選
し
ま
し
た
。
開
会
式

と
表
彰
式
は
、
11
月
16
日
㈯
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
美
術
展
は
ジ
ャ
ン
ル
の
垣

根
を
越
え
て
よ
り
自
由
で
創
作

性
豊
か
な
作
品
が
集
い
、
平
面

作
品
と
立
体
作
品
が
織
り
交
ぜ

て
一
同
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
開

会
式
、
表
彰
式
に
引
き
続
き
行

わ
れ
た
受
賞
者
を
交
え
て
の
ク

ロ
ス
ト
ー
ク
で
は
、
審
査
員
と

作
者
の
間
で
創
作
意
図
や
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
思
い
や
意
見

が
交
わ
さ
れ
、
来
場
者
も
興
味

深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
期
間
中
に
は
、
入
賞
作

品（
佳
作
を
除
く
）の
う
ち
、
来

場
者
が
一
番
好
き
な
作
品
を
選

ぶ「
私
の
お
気
に
入
り
」投
票
、

学
生
に
よ
る
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
子
ど
も
の
た
め
の
絵
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
期
終
了
後
に
は
、
富
山
県
高

岡
文
化
ホ
ー
ル
、
北
日
本
新
聞

社
新
川
支
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
北

日
本
新
聞
社
砺
波
支
社
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
主
な
入
賞
作
品
を
展
示

し
た
巡
回
展
を
行
い
ま
し
た
。

美
の
祭
典　
越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
９　
舟
本
幸
人
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

越
中
万
葉
創
作
舞
踊 

万
葉
高
志
の
国

石井県知事の挨拶

大割範孝委員（北日本新聞社文化部長）進行による 
クロストーク

中川モダンバレエアカデミー谷井よう子舞踊研究所

ニシムラヤスコダンスファクトリー

田中バレエ研究所

越中万葉創作舞踊「万葉高志の国」
大伴家持：藤間蘭黄、花の章（李）：大川都バレエ教室
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９
月
24
日
㈫
に
、
令
和
を
迎

え
て
初
め
て
の
県
民
ふ
れ
あ
い
公

演
を
富
山
市
立
北
部
中
学
校
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
と
や
ま 

レ

デ
ィ
ー
ス 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

Ｏ
Ａ
Ｓ

Ｉ
Ｓ
の
演
奏
は「
ル
ー
マニア
民
俗

舞
曲
」か
ら
始
ま
り
、
本
格
的
な

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
他
、「
ふ
る
さ

と
の
空
」を
独
唱
す
る
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
音
楽
が
奏
で
ら
れ

ま
し
た
。
富
山
県
宝
生
会
に
よ

る
能
楽
の
公
演
で
は
、
歴
史
あ
る

能
の
解
説
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
続

き
、
生
徒
た
ち
に
囲
ま
れ
た
舞
台

の
中
央
で
舞
囃
子「
竹
生
島
」が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
６
日
㈰
の
南
砺
市
福
光

交
流
セ
ン
タ
ー
の
公
演
に
は
高

岡
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
が
出
演

し
ま
し
た
。
吹
奏
楽
で
お
な
じ

み
の「
サ
モ
ン
・
ザ
・
ド
ラ
ゴ
ン
」

や「
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
・
コ
ラ
ー
ル
」

か
ら
、
歌
謡
曲
の「
川
の
流
れ
の

よ
う
に
」や
ロ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の

「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」な

ど
幅
広
い
演
目
を
披
露
。
ア
ン

コ
ー
ル
の「
ザ
・
ホ
ー
ス
」で
は
会

場
が
大
き
く
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
顧
問
の
先
生
の
指
揮
の
も

と
、
息
の
あ
っ
た
見
事
な
演
奏
に

観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

10
月
14
日
㈪
・
㈷
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
く
れ
は
苑
に
お
い

て
、
琴
修
会
ラ
ブ
・
ハ
ー
プ
に

よ
る
大
正
琴
と
、
渋
川
流
剣
詩

舞
道
天
水
会
に
よ
る
詩
吟
剣
舞

の
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
大
正

琴
演
奏
で
は「
高
原
列
車
は
行

く
」、「
お
祭
り
マ
ン
ボ
」な
ど
、

観
客
が
親
し
み
や
す
い
選
曲
で

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

２
回
も
ア
ン
コ
ー
ル
が
続
く
盛

況
な
公
演
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
詩
吟
剣
舞
で
は「
春
望
」「
東

風
吹
か
ば
」と
い
っ
た
溌
剌
と

し
た
動
き
の
あ
る
演
目
が
上
演

さ
れ
、
観
客
は
息
を
呑
ん
で
舞

台
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

10
月
19
日
㈯
に
は
富
山
市
立

大
沢
野
中
学
校
で
声
楽
の
公
演

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
同

校
の
学
園
祭
の
日
で
、
県
オ
ペ

ラ
協
会
の
出
演
者
の
歌
声
が
花

を
添
え
ま
し
た
。「
椿
姫
」よ
り

「
乾
杯
の
歌
」や
、「
カ
ル
メ
ン
」

よ
り「
ハ
バ
ネ
ラ
」な
ど
オ
ペ
ラ

の
名
曲
に
加
え
、「
花
」や「
故

郷
」な
ど
、
ア
ン
コ
ー
ル
を
含

め
て
11
曲
を
歌
い
上
げ
、
生
徒

た
ち
は
声
楽
家
の
歌
声
を
間
近

で
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、「
翼

を
く
だ
さ
い
」で
は
生
徒
た
ち

が
一
緒
に
歌
い
、
会
場
に
は
大

き
く
美
し
い
歌
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

10
月
23
日
㈬
に
は
朝
日
町
立

あ
さ
ひ
野
小
学
校
で
声
楽
と
詩

吟
剣
舞
の
公
演
を
開
催
。
県
オ

ペ
ラ
協
会
に
よ
る
声
楽
の
公
演

で
は
、「
踊
り
明
か
そ
う
」「
ホ
ー

ル
・
ニ
ュ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
」な
ど

耳
に
な
じ
み
の
あ
る
曲
の
他
、

「
パ
プ
リ
カ
」を
披
露
。
生
徒
た

ち
は
一
緒
に
元
気
に
歌
っ
て
踊

る
な
ど
賑
や
か
な
公
演
と
な
り

ま
し
た
。
続
い
て
、
渋
川
流
剣

詩
舞
道
美
真
会
に
よ
る
詩
吟
剣

舞
の
公
演
は
、「
黒
部
峡
」や「
富

嶽
」な
ど
８
演
目
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
一
糸
乱
れ
ぬ
剣
舞
の

動
き
に
生
徒
た
ち
は
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
元
年
度　

県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

９月24日　富山市立北部中学校

10月６日　南砺市福光交流センター

10月14日　特別養護老人ホームくれは苑

10月19日　富山市立大沢野中学校

10月23日　朝日町立あさひ野小学校
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10
月
29
日
㈫
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
梨
雲
苑
の
公
演
で

は
、
大
正
琴
に
琴
生
流
菊
八
重

と
や
ま
が
出
演
。「
青
い
山
脈
」

や「
好
き
に
な
っ
た
人
」な
ど
人

気
の
歌
謡
曲
５
曲
を
演
奏
。
観

客
は
一
緒
に
歌
っ
た
り
手
拍
子

を
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

民
謡
民
舞
に
は
日
本
民
踊
研
究

会
富
山
県
支
部
あ
ず
さ
会（
松

乃
会
）が
出
演
。
富
山
の「
こ
き

り
こ
節
」や「
越
中
お
わ
ら
」に

加
え
、「
会
津
磐
梯
山
」な
ど
日

本
各
地
の
民
謡
４
曲
を
披
露
。

踊
り
に
加
え
て
色
鮮
や
か
な
着

物
姿
や
こ
き
り
こ
節
の
衣
装
な

ど
も
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

11
月
12
日
㈫
上
関
保
育
園
の

声
楽
の
公
演
に
は
、
県
オ
ペ
ラ

協
会
の
３
名
が
出
演
。
園
児
と

一
緒
に
楽
し
く
歌
っ
て
踊
り
ま

し
た
。「
さ
く
ら
さ
く
ら
」や「
う

み
」な
ど
童
謡
を
集
め
た「
四
季

の
メ
ド
レ
ー
」で
は
、
春
夏
秋

冬
を
歌
で
楽
し
く
巡
り
、
人
気

の「
パ
プ
リ
カ
」で
は
、
ひ
と
き

わ
元
気
な
歌
声
が
響
き
ま
し

た
。
ま
た
、「
２
０
２
０
年
と
や

ま
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
」の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
Ｐ

Ａ
Ｔ
ち
ゃ
ん
」も
登
場
。
Ｐ
Ａ

Ｔ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
あ
わ
せ

て
園
児
と
一
緒
に
踊
り
、
公
演

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

11
月
19
日
㈫
に
開
催
し
た
黒

部
市
立
桜
井
小
学
校
で
の
日
本

舞
踊
と
洋
楽
の
公
演
に
は
、
第

一
部
に
藤
間
松
山
社
中
、
藤
間

藤
紗
枝
社
中
、
藤
間
松
顕
社
中

が
出
演
し
、「
菊
づ
く
し
」「
紅
葉

の
橋
」「
連
獅
子
」を
披
露
。
優

雅
で
華
や
か
な
所
作
に
、
生
徒

た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
伝
統
あ

る
日
本
舞
踊
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
第
二
部
で

は
パ
ス
ト
ラ
ー
レ
に
よ
る「
ポ

ロ
ネ
ー
ズ
」「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
」等

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
の
他
、
演

奏
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
絵
本
も
朗
読
さ

れ
、
生
徒
た
ち
は
お
話
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

12
月
６
日
㈮
の
和
田
保
育
園

で
は
邦
楽
と
日
本
舞
踊
の
公
演

を
開
催
。
邦
楽
に
は
村
松
雅
楽

文
社
中
か
ら
村
松
雅
奈
さ
ん
と

山
本
雅
結
さ
ん
が
出
演
し
ま
し

た
。「
ぞ
う
さ
ん
」や「
は
と
ぽ
っ

ぽ
」な
ど
園
児
に
親
し
み
の
あ

る
童
謡
を
箏
の
演
奏
で
披
露
。

園
児
た
ち
は
一
緒
に
歌
い
な
が

ら
楽
し
み
ま
し
た
。
日
舞
で
は

藤
間
香
寿
富
社
中
の
藤
間
香
寿

彩
さ
ん
が「
東
都
獅
子
」を
、
藤

間
勘
登
栄
社
中
の
藤
間
馨
さ
ん

が「
か
ぐ
や
姫
」を
披
露
。
扇
な

ど
の
小
道
具
を
使
っ
た
美
し
い

踊
り
に
園
児
た
ち
は
興
味
深
そ

う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

12
月
26
日
㈭
の
令
和
元
年
最

後
の
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
は
、

滑
川
市
児
童
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
第
一
部
で
は
邦
楽
の
寺
林

雅
楽
寛
社
中
が「
と
な
り
の
ト

ト
ロ
」な
ど
子
ど
も
た
ち
に
愛

さ
れ
て
い
る
曲
を
披
露
し
、
児

童
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
第
二

部
の
洋
舞
に
は
谷
井
よ
う
子
舞

踊
研
究
所
、
大
川
都
バ
レ
エ
教

室
、
ニ
シ
ム
ラ
ヤ
ス
コ
ダ
ン
ス

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が
出
演
。
モ
ダ

ン
ダ
ン
ス
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
ま
で
、
多
様
な
踊
り
が

次
々
に
上
演
さ
れ
る
と
、
観
客

か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

10月29日　特別養護老人ホーム梨雲苑

11月12日　上関保育園

11月19日　黒部市立桜井小学校

12月６日　和田保育園

12月26日　滑川市児童館
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【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門
】

（
又
場
龍
大
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

９
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝‌�

水
野
佐
知
香
先
生

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
技
術

の
指
導
を
中
心
と
し
て
、
弦
分

奏
、
室
内
楽
、
弦
楽
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
作
曲
者
の
想
い
を
考
え
、

そ
れ
を
演
奏
に
込
め
る
感
情
豊

か
な
演
奏
方
法
の
指
導
や
、
繊

細
な
弦
の
使
い
方
な
ど
、
丁
寧

で
熱
心
な
レ
ッ
ス
ン
に
、
受
講

者
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
練
習

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

【
オ
ペ
ラ
部
門
】

（
串
田
淑
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

９
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝‌�

島
村
武
男
先
生 

（
オ
ペ
ラ
歌
手
）

横
隔
膜
を
使
っ
た
腹
式
呼
吸

で「
い
い
声
」を
出
す
方
法
を
ご

指
導
頂
き
ま
し
た
。
受
講
者
は

横
隔
膜
と
声
帯
の
関
係
や
使
い

方
、
正
確
な
音
程
の
出
し
方
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
先
生
は
ご

自
身
の
経
験
や
豊
富
な
知
識
に

基
づ
き
な
が
ら
、
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
る
際
の
心
構
え
や
練
習
の

大
切
さ
な
ど
も
お
話
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

【
吹
奏
楽
部
門
】

（
野
替
拓
也
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

11
月
16
日
㈯
〜
17
日
㈰

12
月
14
日
㈯
〜
15
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、富
山

県
民
会
館
、射
水
市
大
門
総
合
会
館

講
師
＝‌�

原　
浩
介
先
生 

（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
）

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
を

対
象
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
練
習
方
法
を
ご
指
導

頂
き
ま
し
た
。
先
生
自
ら
も
楽

器
を
手
に
と
っ
て
熱
心
に
指
導

さ
れ
、
受
講
者
は
細
部
ま
で
何

度
も
練
習
を
繰
り
返
し
な
が
ら

表
現
の
深
度
を
深
め
た
り
、
自

身
の
技
術
向
上
に
励
み
ま
し
た
。

【
合
唱
部
門
】

（
宮
丸　
勝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

11
月
30
日
㈯
〜
12
月
１
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝‌�

吉
田　
稔
先
生 

（
合
唱
指
導
者
）

先
生
ご
自
身
が
教
師
で
あ
っ

た
頃
の
経
験
も
交
え
な
が
ら
、

熱
心
に
合
唱
指
導
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
か
ら
だ
の
し
く
み
を

理
解
し
た
発
声
練
習
で
は
母
音

の
発
声
に
必
要
な
コ
ツ
や
イ

メ
ー
ジ
を
動
物
に
例
え
た
ユ

ニ
ー
ク
で
わ
か
り
や
す
い
指
導

に
、
受
講
者
は
休
み
時
間
も
練

習
を
続
け
る
な
ど
非
常
に
実
に

な
る
レ
ッ
ス
ン
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度　
芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業　
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
オ
ペ
ラ
・
吹
奏
楽
・
合
唱
）

第
14
回
富
山
県
芸
術
文
化
協

会「
北
日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ

大
会
」を
令
和
元
年
10
月
８
日

㈫
に
富
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
、
県
内
の
芸
術
文
化
関
係
者

の
中
か
ら
ゴ
ル
フ
愛
好
者
39
名

が
集
い
開
催
。
当
日
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
参
加

者
は
白
熱
し
た
プ
レ
ー
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

県
演
劇
団
体
連
絡
協
議
会
の

平
田
義
人
さ
ん
が
見
事
総
合
優

勝
さ
れ
、
県
文
化
振
興
財
団
の

高
木
隆
行
さ
ん
と
県
華
道
連
合

会
の
杉
田
冨
士
子
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
コ
ー
ス
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。
プ
レ
ー
後
に
は
同
ク
ラ
ブ

で
表
彰
式
と
懇
親
会
が
開
か
れ
、

上
位
入
賞
者
に
は
、
駒
澤
信
雄

北
日
本
新
聞
社
代
表
取
締
役
社

長
よ
り
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

次
回
も
、
皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
14
回
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

北
日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ
大
会

（合唱部門）　吉田　稔先生

（吹奏楽部門）　原　浩介先生

（オペラ部門）　島村武男先生

（オーケストラ部門）　水野佐知香先生
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● 
お
よ
ろ
こ
び
の
人
々 

●　
（
令
和
元
年
９
月
以
降
受
賞
順・敬
称
略・記
名
順
不
同
）

第
４
回
全
国
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

プ
リ・ド・カ
ナ
ザ
ワ
２
０
１
９

　
中
学
生
の
部
１
位

�

岩
田　
果
純

令
和
元
年
度
現
代
舞
踊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
チ
ャ
コ
ッ
ト
賞

�
松
下　
美
規

令
和
元
年
度
北
日
本
新
聞
文
化
賞

�

中
西　
　
進

�

金
岡　
純
二

令
和
元
年
度
北
日
本
新
聞
地
域
社
会
賞

�

大
谷
美
術
学
園

改
組
新
第
６
回
日
展

　
洋
画
部
門　
初
入
選

�

井
黒　
愛
子

　
工
芸
美
術
部
門　
初
入
選

�

位
寄
の
り
子

�

田
村
美
恵
子

�

中
山
朱
津
子

　
書
部
門　
初
入
選

�

山
﨑　
珠
雪

�

桝
瀨　
蓉
舟

　
彫
刻
部
門　
特
選

�

横
山　
丈
樹

　
日
本
画
部
門　
初
入
選

�

小
野
美
恵
子

令
和
元
年
度
富
山
県
功
労
表
彰

�

阿
波
加
蒼
岳

�

高
田　
　
勇

�

若
林　
忠
嗣

�

富
山
県
舞
台
技
術
研
究
会

令
和
元
年
度
富
山
県
教
育
功
労
表
彰

�

立
野　
幸
雄

第
24
回
と
や
ま
国
際
草
の
根
交
流
賞

�

廣
川　
雅
人

改
組
新
第
６
回
日
展

　
彫
刻
部
門
東
京
都
知
事
賞

�

齋
藤　
尤
鶴

令
和
元
年
度
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
表
彰

　
特
別
功
労
者
表
彰

�

（
故
）平
田　
　
純

　
感
謝
状

�

坂
井　
宗
恵

�

滝
川　
　
都

�

新
田　
宗
美

�

牧
野　
白
芳

�

釣
谷　
恵
甫

�
釣　
　
幸
甫

�
西
村
雅
楽
仁

�
松
原　
雅
醇

�

平
井
文
以
千
耐

�

石
崎　
喜
一

�

高
田　
　
哲

�

大
西　
友
研

�

藤
間
史
弥
好

�

松
田　
憲
岳

�

米
田　
憲
三

�

笹
田　
　
葉

�

山
口
み
の
り

�

水
野　
順
子

�

松
井　
智
美

�

四
十
住
智
恵

�

伊
藤　
賢
子

　
奨
励
賞

�

吉
田　
星
香

�

富
士
原　
楓

�

廣
田　
弘
美

�

石
仙　
泰
弘

�

岡
崎　
　
悟

�

幾
島
留
美
子

�

坂
本　
好
信

�

藤
間
弥
祢
松

�

辰
巳　
千
寿

�

西
川
扇
瑞
緒

�

小
島　
　
正

�

堀
口　
睦
子

�

寺
田　
穂
月

�

藤
井　
春
美

�

仲
井
真
理
子

�

長
越　
由
奈

�

柴
田　
怜
奈

�

長
谷
部
桃
子

�

川
渕　
　
遥

�

宮
川　
理
衣

�

石
村　
一
花

　
ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞

�

水
野　
紗
希

第
６
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞

�

横
田
ほ
の
華

　
特
別
賞

�

岡
田　
紫
苑

�

水
島
晃
太
郎

　
奨
励
賞

�
宮
田　
梨
香

�
齊
田　
朱
李

第
68
回
奎
星
展

　
同
人
特
別
賞

�

山
根　
美
幸

秋
の
褒
章　
黄
綬
褒
章

�

出
町　
睦
子

秋
の
叙
勲　
旭
日
双
光
章

�

酒
井
和
佳
子

　
　
　
　
　
瑞
宝
小
綬
章

�

芹
川　
　
勝

�

林　
　
時
彦

第
60
回
記
念
日
本
版
画
会
展

　
文
部
科
学
大
臣
賞

�

尾
山　
　
章

令
和
元
年
度
地
域
文
化
功
労
者

　
文
部
科
学
大
臣
表
彰

�

小
泉　
邦
子

●

ご
寄
付
●

小
泉　
邦
子　
氏�

50
万
円

劇
団
文
芸
座
理
事
の
小
泉
邦
子

氏
か
ら
、
令
和
元
年
度
地
域
文
化

功
労
者
・
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受

賞
に
際
し
、
芸
文
協
創
立
50
周
年

記
念
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
、
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。

ご
厚
志
に
深
く
感
謝
し
、
皆
様

に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

7



第
26
回
秋
を
彩
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

11
月
23
日
㈯
・
㈷
〜
11
月
24
日
㈰

新
川
文
化
ホ
ー
ル

と
や
ま
レ
デ
ィ
ー
ス・オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

OASIS 20th. Anniversary Concert

12
月
14
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

び
〜
め
ん
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
公
演vol.21 

即
興
芝
居　
零
︱
ゼ
ロ
︱

12
月
21
日
㈯

富
山
県
教
育
文
化
会
館　
集
会
室

〔
令
和
２
年
〕

収
蔵
企
画
展

「
折
々
の
美 

季
／
彩
／
形 vol.2

」

１
月
５
日
㈰
〜
5
月
26
日
㈫

樂
翠
亭
美
術
館

第
７
回
Ｐ
ｈｏ
ｔｏ
写
楽
展

１
月
11
日
㈯
〜
1
月
13
日
㈪
・
㈷

富
山
県
民
会
館　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
D

hoBBit Vocal Concert Vol.5 

〜Sing Sing Sing

〜

１
月
26
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
39
回
富
山
県
写
真
連
盟
展

１
月
31
日
㈮
〜
２
月
２
日
㈰

富
山
県
民
会
館　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
、B

奈
良
井
巳
城
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン

〜
第
37
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
よ
り
〜

２
月
２
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団 

第
48
回
定
期
演
奏
会

２
月
９
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

第
19
回
富
山
県
室
内
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト・

合
唱
講
習
会

２
月
11
日
㈫
・
㈷

富
山
市
婦
中
ふ
れ
あ
い
館

富
山
大
学
合
唱
団

第
56
回
定
期
演
奏
会

２
月
22
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
27
回
春
を
生
け
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

２
月
28
日
㈮
〜
３
月
２
日
㈪

御
旅
屋
セ
リ
オ
２
階

第
17
回
フ
ォ
ト
グ
ル
ー
プ「
華
」作
品
展

３
月
７
日
㈯
〜
３
月
15
日
㈰

滑
川
市
立
博
物
館 

３
階
企
画
展
示
室

第一回
公
演　
瀬
戸
と
翠
の「
演
劇
」

『
や
け
の
は
ら
』

３
月
13
日
㈮
〜
3
月
14
日
㈯

富
山
県
民
小
劇
場
オ
ル
ビ
ス

第
34
回
富
山
県
社
会
人
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

３
月
15
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

学
校
法
人
富
山
音
楽
院

第
70
回
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
15
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

摺
出
寺
敬
子
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

３
月
22
日
㈰

ウ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ン
グ
高
岡

ハ
ー
プ
の
饗
宴
XXI

３
月
28
日
㈯

富
山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
サ
ン
フ
ォ
ル
テ

合
唱
団「
樂
音
樹
」第
10
回
演
奏
会

３
月
29
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

絵
画（
谷
内
徹
）、工
芸（
谷
口
信
夫
）、

書
道（
河
合
蘆
洲
）三
人
展

４
月
11
日
㈯
〜
4
月
14
日
㈫

富
山
県
民
会
館
美
術
館
A
室

富
山
芙
蓉
吟
詠
会
第
13
回
吟
道
大
会

４
月
12
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

草
月
会
富
山
県
支
部

三
創
会
い
け
ば
な
展

４
月
18
日
㈯
〜
4
月
19
日
㈰

北
日
本
新
聞 

創
造
の
森 

越
中
座

高
岡
御
車
山
祭
協
賛

第
27
回
高
岡
茶
会

４
月
19
日
㈰

国
宝　
瑞
龍
寺

第
26
回
中
川
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

開
所
45
周
年
記
念
発
表
会

５
月
３
日
㈰
・
㈷

富
山
県
民
会
館

フ
ル
ー
ト
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
フ
ル
ー
ト
室
内
楽
の
歴
史
を
巡
る
〜

５
月
９
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

富
山
県
声
楽
家
協
会

第
20
回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
24
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

丸
山
美
由
紀
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

５
月
31
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

令
和
元
年
12
月
４
日
㈬
〜
５

日
㈭
の
２
日
間
に
か
け
て
、

「
２
０
２
０
年
と
や
ま
世
界
こ
ど

も
演
劇
祭（
Ｐ
Ａ
Ｔ
２
０
２
０
）」

へ
参
加
す
る
海
外
団
体
を
選
出

す
る
た
め
の
国
際
合
同
選
考
委

員
会
が
、
県
教
育
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
か
ら

の
申
込（
54
カ
国
・
地
域
、
92
団

体
）を
審
議
し
、
海
外
19
カ
国

20
団
体（
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
招
へ

い
含
む
）を
選
出
し
ま
し
た
。

選
出
国
中
、
３
カ
国（
ク
ロ
ア

チ
ア
、ザ
ン
ビ
ア
、ブ
ラ
ジ
ル
）

が
１
９
８
３
年
以
降
富
山
開
催

の
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
初

参
加
と
な
り
ま
す
。
本
演
劇
祭

は
、
今
年
８
月
に
、
国
際
ア
マ

チ
ュ
ア
演
劇
連
盟
と
共
催
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
す
。

令
和
元
年
11
月
２
日
㈯
、
パ

レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館
で
、
昨
年

６
月
に
逝
去
さ
れ
た
故
平
田
純

芸
文
協
名
誉
会
長
を
偲
ぶ
会
が

開
催
さ
れ
、
関
係
者
43
名
が
故

人
の
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

会
で
は
故
平
田
名
誉
会
長
の

生
前
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

披
露
さ
れ
、
温
か
で
高
潔
な
人

柄
を
慕
う
出
席
者
が
思
い
出
を

語
り
合
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
酒
井
和
佳
子
芸
文

協
副
会
長
に
よ
る
供
花
が
飾
ら

れ
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。
ま

た
、
久
泉
迪
雄
氏
に
よ
る
弔
歌

が
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
、
故
人
の

偉
大
な
足
跡
に
思
い
を
馳
せ
ま

し
た
。

２
０
２
０
年
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭

�
〜
第
４
回
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭（
Ｐ
Ａ
Ｔ
２
０
２
０
）〜

�
国
際
合
同
選
考
委
員
会

平
田
純
先
生
を
偲
ぶ
会

訃　

報

華
道
家
で
元
芸
文
協
参
事
の

五
十
嵐
一
峯
先
生
が
11
月
１
日

に
、
日
本
北
陸
書
道
院
会
頭
で
芸

文
協
創
設
当
初
か
ら
協
会
の
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
芸
文
協
参

議
の
青
柳
志
郎
先
生
が
11
月
５
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

長
年
「
と
や
ま
文
学
」
の
編
集
に

ご
協
力
頂
い
た
脇
坂
寛
先
生
が
11

月
９
日
に
、
芸
文
協
設
立
初
期
に

事
務
主
任
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
八
木
光
久
先
生
が
11
月
24
日

に
、
日
本
北
陸
書
道
院
理
事
長
で

芸
文
協
参
事
の
青
柳
碩
襄
先
生
が

令
和
２
年
１
月
６
日
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

生
前
、富
山
県
の
芸
術
文
化
の

振
興
と
発
展
、ま
た
芸
文
協
の
諸

事
業
に
対
し
て
多
大
な
ご
貢
献
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
こ
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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